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 当院に 2015 年 10 月に導入された Revolution GSI はこのような放射線感受性の高い体表臓器に対し
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使用機器・撮影条件 
 使用装置は GE Healthcare社製 Revolution GSIを用い、ファントムは Phantom Laboratory社製
Catphan Phantom CTP-500を使用した。（図 2） 
撮影条件は（表 1）に示す。 
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実験方法 
 ノイズの評価としてCatphan Phantom CTP-500の 486moduleを用い、図 3に示す位置にRO（Region 
of Interest）を設定しそれぞれの CT 値の標準偏差値の SD（Standard Deviation）にて ODM の ON
と OFFの評価を行った。 
ファントム内の ODM 動作点は頭部 ODM で ROI①・⑧、胸部 ODM で①・②・⑦・⑧となっている。
（図 3） 
空間分解能の評価として Catphan Phantom CTP-500の 528moduleを用い、① 5Line Pair/mm・
② 4Line Pair/mm・③ 3Line Pair/の Ladderのプロファイルカーブを描き ODMの ONと OFFのそ
の振幅形状を評価した。（図 4） 
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 低コントラスト分解能の評価として Catphan Phantom CTP-500の 515moduleを用い頭部 ODMで
は 0.3%/8.0mmのモジールを用い ODMの ONと OFFの CNR（Contrast-to-Nois Ratio）の評価を行
った。同様に胸部 ODMでは 0.5%/15mmのモジールを用い評価を行った。（図 5） 
 臨床画像の評価として頭部 ODM の ON と OFF の画像を取得しその画像の比較及び水晶体部の頭部
ODM の ON と OFF させた時の SD値と CTDIvol と DLP（Dose-Length Product）の値を比較した。
（図 6） 
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結果 
頭部 ODMモード ON/OFF 時で撮影された Catphan Phantom のmAテーブルを示す（表 2）。ODM 
onで A（Anterior）方向の管電流が調整されており被ばく線量も CTDIvol、DLP供に約 11%低減され
ている。 
 胸部 ODMモード ON/OFF時で撮影された Catphan Phantom のmA テーブルを示す（表 3）。ODM 
on で A・L（Left）・R（Right）方向の管電流が調整されており被ばく線量も CTDIvol、DLP 供に約
32%低減されている。 
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 頭部 ODMモード ON/OFF時で撮影された 486moduleの SD値を示す。（図 7）。ODMの動作するア
イソセンターより前方 90度前方向のみ若干の SD値の低下を認めるが他の ROIでは SD値に変化は認
めない。 
 胸部 ODMモード ON/OFF時で撮影された 486moduleの SD値を示す（図 8）。ODMの動作するア
イソセンターより前方 180 度方向及び後方 180 度方向の SD 値の低下を認め、その変化の割合は頭部
ODMより大きい。 
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 頭部ODMモードON/OFF時で撮影された 528moduleのプロファイルカーブを示す（図 9）。各Ladder
において ON/OFFを行っても振幅に差は認めない。 
 胸部 ODM モード ON/OFF 時で撮影された 528module のプロファイルカーブを示す（図 10）。各
Ladderにおいて ON/OFF を行っても振幅に差は認めない。 
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515module を用いた CNR を示す（表 4）。頭部 ODM は ODM の ON/OFF 時でも CNR の差は認めな
いが、胸部 ODMにおいては約 52%の CNRの低下を認めた。 
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